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 緑と市民ネットワークの会では４月７日に、児童・生徒の学力保障および健全な生活の維持について

の対策を求めて申し入れを致しました。7 日夜に安倍政権は新型インフルエンザ特措法に基づく緊急事

態宣言を発出し、福岡県もその対象地域の指定を受けました。その後の経緯を見ますと、感染拡大が進

み深刻化しているとは言え、私たちに届く市民の声からは教育委員会の対応には疑義を持たざるを得な

い状況があります。重ねて、以下の申し入れを行います。 

 

１、担任教師による家庭訪問の中止や教科書の配布が宅配となり遅れるなどの現状は、児童・生徒に対

する教育の放棄としか見えません。感染抑制のための休校等の措置が長期化することを鑑み、学習指

導の形態や学校行事の見直しなど、教育委員会として責任を持って中長期的な対策を作り、児童・生

徒および保護者に速やかに説明することを求めます。 

 

２、感染拡大が深刻化する状況で入学式および始業式が実施されないまま休校が継続されています。教

科書の配布がなされていないだけでなく、学級編成が分からずクラスの同級生の顔が見えない、担任

との面識もない状況で児童・生徒や保護者は不安を持って過ごしています。 

  そこで、手洗いの徹底やマスク着用、換気や間隔を十分に取るなど感染予防を十分に行った上で、

入学式および始業式を実施すること、学年やクラスの登校日や時間帯を変えての分散登校の実施を求

めます。また、担任による家庭訪問ないし電話での児童・生徒の状況を確認することを求めます。 

  

３、長期の休校によるこどもの心身の健康に悪影響が生じています。また、児童虐待やネグレクトされ

たこども、行き場のないこどもや食事が満足の出来ていない子どもたちの支援が必要です。スクール

ソーシャルワーカーを増員し、地域やＮＰＯと連携してこどもの相談・支援体制を強化して下さい。

また、感染予防を十分行うことを前提に、指導員を配置して教室・体育館や校庭を開放することを求

めます。また、希望するこどもには無償でパンや牛乳などの給食を提供することを求めます。指導員

には失業した方を会計年度任用職員として採用することを検討して下さい。 


